
SMPTE ST2110
キャプチャ ＆ リプレイシステム

ST2110網を常時監視・異常検知
異常発生時の映像をキャプチャデータより復元
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ST2110 / ST2022-7対応 リアルタイム解析ソリューション
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ST2110網で発生したパケットロス・遅延・順序入れ替わりが、
実際の映像・音声にどう現れるかを再現するリプレイシステムです。

ネットワーク指標だけでは判断しにくい品質劣化を映像で可視化し、
同時にHitless冗長切替(ST2022-7)が動作した場合の品質まで検証できます。
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ST2110対応リプレイでは、キャプチャしたST2110トラフィックをリプレイする際に、
RTPタイムスタンプ値を現在のPTP時刻基準へ再計算して送信します。
これにより、波形モニタや信号解析ツールではなく、運用と同じST2110受信機
で、実際の表示画面をそのまま確認できます。

キャプチャしたデータを“ライブ信号”として再生する機能は世界初であり、

特許出願中です。
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